
着物などのレンタルトラブル

　
着
物
な
ど
の
レ
ン
タ
ル
契
約
に

つ
い
て
、
使
用
す
る
の
は
2
年
近

く
先
な
の
に
、
契
約
時
に
全
額
入

金
を
求
め
ら
れ
た
、
法
外
な
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
、
事
業

者
と
連
絡
が
つ
か
な
い
な
ど
の
相

談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
成
人
式
で
は
、
業
者
が

早
い
時
期
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
る
な
ど
の
営
業
活
動
を
始

め
る
よ
う
で
す
。
衣
装
や
身
に
付

け
る
小
物
類
の
ほ
か
、
着
付
け
や

メ
イ
ク
、
成
人
式
前
の
写
真
撮
影

な
ど
、
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ま

と
め
て
提
供
す
る
「
セ
ッ
ト
プ
ラ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

確
認
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

❶
衣
装
の
ほ
か
小
物
を
含
め
、
何

　
が
「
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
商
品
」

　
に
含
ま
れ
る
の
か

➋
着
付
け
や
写
真
撮
影
な
ど
、
レ

　
ン
タ
ル
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
の
内

　
容

➌
料
金
（「
何
」
に
対
し
て
「
い

　
く
ら
」
支
払
う
の
か
）

➍
レ
ン
タ
ル
の
期
間
（
貸
出
日
と

　
返
却
日
）

➎
契
約
の
成
立
時
期

➏
キ
ャ
ン
セ
ル
料
（「
い
つ
」
か

　
ら
「
ど
の
く
ら
い
」
か
か
る
の

　
か
）

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　「
今
だ
け
の
お
得
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
や
「
期
間
限
定
の
特
典
」

な
ど
、
業
者
か
ら
契
約
を
す
す
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、「
こ
れ
を
着
る
」
と
決
め
る

こ
と
は
同
時
に
、「
こ
れ
以
外
は

着
な
い
」
と
決
め
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
に
も
、
迷
っ
て
い
る
う
ち
は
契

約
せ
ず
、
契
約
前
に
十
分
な
情
報

を
集
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

　
ま
た
、
事
業
者
と
連
絡
が
つ
か

な
い
場
合
な
ど
、
お
困
り
の
際
に

は
伊
達
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今年の成人式で問題になった「晴れ着トラブル」。契約の際に確認すべき
ポイントをご紹介します。

★ 消費生活センター業務時間
時間・場所
㊊～㊎　8 時 30 分～ 17 時
　　　（来所は 9 時～ 16 時）
本庁舎１階　消費生活相談室
相談専用電話 ☎ 574-2233
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「北畠顕家と霊山」

　

伊
達
市
保
原
歴
史
文
化
資
料
館

で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
「
ふ
る

さ
と
」
の
文
化
を
広
く
市
民
に
紹

介
す
る
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
達
市
に
所
在
す
る
霊
山
に

は
、
南
北
朝
時
代
（
今
か
ら
約

7
0
0
年
前
頃
）
に
南
朝
方
の

拠
点
と
し
て
陸
奥
国
（
現
在
の
青

森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
）
の

国
府
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
代
に
京
の
都
か
ら
陸
奥
国
に

陸む
つ
の
か
み

奥
守
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が

北
畠
顕
家
で
す
。
北
畠
顕
家
は
度

重
な
る
激
戦
の
後
に
、
21
歳
の
若

さ
で
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
北
畠
顕
家
を
ご
祭
神

と
し
て
祭
り
、
明
治
時
代
に
建
立

さ
れ
た
の
が
霊
山
神
社
で
す
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
霊
山
神
社

に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
か

ら
、
南
北
朝
時
代
の
伊
達
市
周
辺

の
特
色
、
戊
辰
戦
争
か
ら
明
治
時

代
に
か
け
て
の
混
乱
期
を
乗
り

切
っ
て
い
く
歴
史
的
な
特
色
や
陸

奥
国
府
と
な
っ
た
霊
山
の
歴
史
を

紹
介
し
ま
す
。

　

霊
山
神
社
の
社
宝
と
し
て
保
管

さ
れ
て
い
る
、
明
治
時
代
を
代
表

す
る
元げ
ん
く
ん勲
（
国
政
に
対
し
て
大
き

な
功
績
が
あ
っ
た
者
）
岩
倉
具と
も
み視

が
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
錦

の
御
旗
」
や
「
錦
旗
奉
納
文
」
を

展
示
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
霊
山

の
山
頂
付
近
か
ら
出
土
し
た
、
14

世
紀
前
半
の
中
国
・
龍
泉
窯
製
の

「
青
磁
皿
・
青
磁
花
盆
」（
県
重
要

文
化
財
指
定
）
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。

　

企
画
展
は
、
３
期
に
分
け
て
行

い
、
展
示
内
容
も
変
わ
り
ま
す
。

●
第
1
期
「
戊
辰
戦
争
と
伊
達
地

　

方
」

　
（
4
月
7
日
㊏
～
7
月
1
日
㊐
）

●
第
2
期
「
霊
山
神
社
創
建
の
歴

　

史
」

　
（
7
月
7
日
㊏
～
9
月
30
日
㊐
）

●
第
3
期
「
北
畠
顕
家
と
幻
の
陸

　

奥
国
府
」

　
（
10
月
6
日
㊏
～
平
成
31
年
1

　

月
20
日
㊐
）

　

霊
山
神
社
の
社
宝
は
、
原
則
非

公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
伊
達
市
に
残
る
歴
史
遺
産
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

霊山神社
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